
事業活動における環境負荷
　エネルギー資源の枯渇、地球温暖化の問題や生物多様性の喪失など、世界規模で環境への影響が深刻化している中で、SUMCOグ

ループでは、生産活動を行うにあたり、電力、化学物質、廃棄物、排水を著しい環境側面として特定し、あらゆる事業活動において、環境

配慮や環境負荷低減の取組みを推進しています。

2018 年の事業活動と環境負荷（SUMCO グループ/国内）

Input Output事業活動

エネルギー
　 電力使用量…………1,423 GWh

　電力（原油換算）………358,498  kL　

　 燃料（原油換算）…………6,232 kL

水
　工業用水 ………………9.9 Mm3　

　　上水道 ………………… 0.2 Mm3

　　地下水 ………………… 3.3Mm3

PRTR法対象物質
　 取扱量 ………………………909t　

製品開発
    ・環境アセスメント実施

調達
    ・安全な原材料

    ・リサイクル材の使用

製造
    ・省エネルギー

    ・化学物質の使用量削減

    ・水の使用量削減

    ・汚染物質の排出削減

    ・廃棄物の排出削減

    ・法令遵守

輸送
    ・輸送システムの改善

    ・通函の使用

    ・資材の再利用

CO2 排出量　   728千t-CO2

内訳　 電力※……703 千 t-CO2

　 燃料……… 21千 t-CO2

　輸送CO2 排出量……4千t-CO2

排水量
 ・海洋……………………5.6 Mm3

・河川……………………3.3Mm3

・下水道………………… 3.1 Mm3

廃棄物

　・事業系一般廃棄物………295t
　・産業廃棄物…………26,797 t
    ・特別管理産業廃棄物 …3,497 t

PRTR 法対象物質

　・排出量……………………20.0t
　・移動量……………………36.4t

※二酸化炭素排出係数は、電気事業者別のCO2 排出係数を用
いて算定



SPTI（インドネシア）

FST（台湾）

SPX（米国）

CO2 排出量 推移（ 千 t-CO2/ 年）

水使用量 推移 （Mm3/ 年）

CO2 排出量 推移（ 千 t-CO2/ 年）

水使用量 推移 （Mm3/ 年）

※「STC」は SUMCO TECHXIV 株式会社、「SPX」は SUMCO Phoenix Corporation、「SPTI」は PT. SUMCO Indonesia、「FST」は FORMOSA SUMCO TECHNOLOGY CORPORATION　
　を表しています。
※海外関係会社の CO2 排出係数は、GHGプロトコル（The Greenhouse Gas Protocol Initiative）の各国排出係数を用いて算定
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環境負荷の推移（海外）

環境負荷の推移（国内）
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